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『 南信州で もっと素敵に いきいきと 』－ マーケティング視点による持続可能な地域づくり － 《 事業全体構想等説明図 》

過去から今日に至るまで、
政治・経済・文化＝「生活」の領域
や基本形の多くを共有している。

地理的、地形的に、大きな纏まりを
形成している。

地理的規模に比して人口が少なく、
自治体単位では解決が困難或いは不
効率な課題が多くある。

広域連合を組織し、共同して広範な
課題解決に取組んでいる行政的、政
治的な基盤がある。

自治体数は「多様性」に繋がる。

市町村の違い
（特性、“意
向”）を踏まえな
がら、飯田下伊
那地域全体を
「南信州」とい
う一つの纏まり
として捉え、対
象とする。

常に、個別市町
村の取組みと｢南
信州｣としての取
組みとのベスト
ミックスに配意

南信州
〔飯田下伊那地域〕

〔長野県〕

１市３町10村
総面積：1928.89㎢
総人口：158,004人
(2018.04.01推計)

マーケティングの視点による持続可能な地域づくり
～ミッションステートメント～

わたしたちは、地域の資源と有効なテクノロジーを最大限
活用し、都市とこの地域に暮らす人々の心と体の健康づくり
に貢献することによって、未来につながる、より豊かな南信
州を実現します。

《３．事業構想のプロセス》

基本は
リニアがなくても

持続可能な地域づくり

リニアが出来たら
更にそれを活かす

将来に向けて、どのような地域づくりを進める

か

リニア中央新幹線
（仮称)長野県駅

《１．事業構想の背景》

《２．事業構想の前提》

「相手目線」で地域を再評価
⇒「マーケティング視点」の導入

地域外＝「都市」へ

アプローチ
「地域」の評価は時に主観的
であり、自然や文化など「地
方」に共通する要素も多いこ
とから、「地域」の特色や魅
力、可能性を考える際に「視

地域が持つ社会的・自然的資源(環境)を活かし、活
用して都市や時代の要請に応える農業を推進し、農
業を『自信と誇りの持てる地域の基幹産業の一つ』
として再構築し、中山間地域の再活性化を通じて、

都会の子供と南信州の子供が相互に『生きる力』を
育むことのできる地域づくりを目指し、地域内で連
携したプログラムを構築するための仕組みづくりを

当地域全市町村と都市企業が一対一で継続的に連携
し、地域の潜在的可能性の発掘・活用や、企業の成
長分野を見出し、相互に発展し持続可能な地域を目
指す。都市と農村地域相互の特徴や機能を活かした
新たな連携を創造し、融合を図る仕組みを南信州か
ら全国へ展開する。

心身のバランスを崩してメンタルダウンしている都
市住民や社員(予備軍含む)を抱える企業に対し、地
域資源を活用した課題解決プログラムを提供する仕
組みづくりを推進する。

自信と誇りの持
てる農業の再構
築

子供たちの生き
る力を育む地域
づくり

一村一企業
ダーチャ運動

自然を活かした
ヒューマンセ
キュリティー研
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都市と地域(地方)の関係性考察

人類は自然からの恵みも必要だが、進化を遂げてい
くうえでは都市的な要素も必要。南信州は、両者の
適度なバランスを得るのに適した地域。

食料自給率の都道府県単位でのインバランスを見て
も、都市は地方から生活の糧を得るなど、関係性は
不可避。３都市の持続性

と地方の持続性
は表裏一体

都市は経済性や生産性を高めたり、新しい文化を創発
するのに合理的。それに対して、地方は自然環境に恵
まれており、人間の本能的な部分の回復に合理的。

１都市の役割と
地方の役割を再
確認

都市で暮らす大人も子供も、企業も家庭も自然からの
恵みが必要。しかし、サプリメントだけでは補うこと
が出来ない。

２都市の課題
（都市が求めて
いるもの）

４まず、南信州の資源
を活用して南信州の課題
解決を図り、合わせて都
市の課題解決に貢献する

南信州の地域資源を活用して都市の課題の解
決策を提供することで、都市からの「来訪
者」を増やす。
人が生きるバランスを保つために必要とされ

地域の現状

内発的

改革の

少子高齢化の進展

担い手の不足

産業の縮小･硬直化

解決すべき地域課題

持続可能性
の

保持・向上

ヒト《担い手》

カネ《経済･産業》

モノ《インフラ》

充

足

・

再

生

産

《４．基本的な事業推進体制》
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広域連合 市町村

定住人口

関係人口
（往来者）
（滞在者）

交流人口
（来訪者）

観光
（旅行者）

偶然
一時的

蓋然
断続的
間欠的

必然
継続的
連続的

ヒト
《担い手》
（人・法人）

地域の
成り立ち

モノ
《インフラ》

カネ
《経済＝産業》

《５．地域づくりのスキーム》

コト興し
《４事業》

14市町村の連携
（相互補完）

都市との互恵的
課題解決

官と民
（学）
の連携

NPO 
法人

2018.06 01PJ全体構成～実施体制概要図


